
➢ 新しい AIの考え方を知る事ができた。 

➢ 知らない事が多くありましたので、刺激になりました。 

➢ 医療分野の情報を聞いて、新しい可能性を感じた。 

➢ 画像処理という観点で考えると、色々な使い方ができると感じた。 

➢ 画像診断において、AIが導入されている事は情報としては知っていたが、 

その具体的なアプローチがあった点に興味がもてた。 

ひろしま医療関連産業研究会では、医療機器や福祉介護機器関連の事業参入に取り組

まれる会員企業等を対象として、新たなプロジェクトの創出やネットワークづくりのきっかけ、

個別プロジェクトの事業化の促進に寄与することを目的として、「ひろしま医工連携サロン」

を平成２９年度下半期から定期的に開催しています。 

第 1 回医工連携サロンは、広島大学ナノデバイス・バイオ融合科学研究所から小出 哲士

先生を講師にお招きして、「医療機器開発等におけるAI・IOTの活用について」というテーマで、

取り組まれている研究内容や企業との連携ニーズについてのご講演を頂き、各参加企業か

らも自社の紹介や先生との意見交換を行いました。 

 

【日  時】  平成２９年１１月３０日（木） １６：３０～１８：３０ 

【場  所】  サテライトキャンパスひろしま ６階 中講義室 

（広島市中区大手町 1-5-3） 

【講  演】  「医療機器開発等における AI・IOTの活用について」 

【講  師】  広島大学 ナノデバイス・バイオ融合科学研究所 

集積システム科学研究部門 准教授 小出 哲士 氏 

【出席者数】  １７名  【企業数】 ６社８名 

＜アンケートの主な意見＞ 

第 1回 ひろしま医工連携サロン 開催報告 

【サロンの様子】 


